
背景

三次元CAD情報標準化専門委員会では三次元CAD
情報をものづくりまで有効に活用するために、ツールに
依存しない業界標準の確立と関係業界内に広く普及させ
ていくことで、我が国のものづくり技術の進歩、すなわ
ち設計・製造の革新と高度化を図っています。そのため
に、本専門委員会の成果は JEITA 規格として制定・発
行するとともに、日本工業標準規格（JIS）及び ISOへ
の提案を行っています。
実証分科会では昨年度の活動より、三次元CAD情報

標準化専門委員会が発行、又は発行しようとしている
規格・ガイドラインの活用効果及び課題を実務ベース
で検証しています。昨年実施した「実証プロジェクト
Phase1」では主に金型設計と計測の効果検証を実施し、
その内容を JEITA 内に留まらず、広く「日経ものづく
り」、「日本設計工学会」等に公表しました。
2014年度の結果は整理中の段階ですが、「実証プロ

ジェクトPhase2」として設計での効果検証を10月14
日に完了しましたので主なトピックスを紹介します。

実証プロジェクトPhase2

三次元CAD情報標準化専門委員会が既に発行してい
る、「3DAモデルガイドライン」の設計での活用効果及
び課題を実務ベースで検証するため、6月より公益社団
法人日本設計工学会の後援、JEITA 三次元 CAD情報
標準化専門委員会の主催で「設計コンテスト2014」を
開催しました。
開催に際し、事前課題を提示することで参加チームに

「設計コンテスト2014」の主旨を理解して頂くと共に、
参加チームに対し3D設計に関する一定の技術レベルを
設定させて頂きました。その結果、大学の工学部 /理工
学部 /機能工芸学部から8チーム、工業高等専門学校か
ら2チームが参加しました。

1）「3DAモデルガイドライン」とは
検証対象である「3DAモデルガイドライン」は、

電機業界 ･精密業界での単部品及び複数部品により
構成されるアセンブリを主たる対象として、3DA
モデルの作成や解釈、設計情報の伝達に適用し、設
計作業や部品製作及び測定での共通解釈を行うため
に発行しました。
3DAモデルの作成や解釈のルールを統一し、以

下の2つの特徴があります。
①   個々に公差の指示がない形体に対する JEITA 普

通幾何公差適用による公差域解釈。 
②   上記を達成するための “ データム系と座標系 ” の

表記方法。

3DAモデルの指示例（直方体部品の場合）

「3DAモデルガイドライン」の効果検証

｜ 活 動 報 告 ｜ 知的基盤部
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2）「設計コンテスト2014」について
課題は公益社団法人日本設計工学会事業部会委員

の皆様と相談し、「事務機製品のモールドユニット
の設計」としました。
正確な検証を実施するためにも、参加チームの皆

様には各種ガイドラインを充分理解した上で設計コ
ンテストに参加頂けるよう、実証分科会が主催した
「モールド設計」、「幾何公差」、「3DAモデルガイド
ライン」、「3DAモデル 金型工程連携ガイドライン」

の事前座学研修を実施し、コンテスト評価に関して
も各種ガイドラインの理解度で評価することを徹底
しました。
尚、各種ガイドラインは、下記三次元CAD情報

標準化専門委員会のホームページよりダウンロード
できますのでご参照ください。
http://home.jeita.or.jp/3d/index.htm

設計仕様例

知的基盤部｜ 活 動 報 告 ｜
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3）成果発表会
参加チームによる成果発表会を10月17日（金）

に実施し、最終設計成果物に仕上げるまでの苦労し
た所、工夫をした所を中心に参加チームの取り組み
を発表して頂きました。
「3DAモデルガイドライン」の設計での活用効果
及び課題は、各参加チームから成果として提示して
頂きました。特に効果に関しては、三次元CAD情
報標準化専門委員会が想定していた効果を提示して
頂いています。詳細内容は実証分科会で検証し、次
回皆様に公開したいと思います。

「設計コンテスト2014」の上位3チームは以下です。
一位： 中央大学　理工学部　精密機械工学科 

音響システム研究室
二位： 関東学院大学　工学部　機械工学科 

計測制御研究室
三位： 長野工業高等専門学校　電子制御工学科 

鈴木研究室

実証分科会Phase2を振り返って

参加チームからは「3D設計の先進的ルールに準拠し
た取り組みに参加できたこと、産業界の実務製品に近い
設計に参加できたことは、今後社会人として就職してか
らの有意義な経験でした」との感想をもらっています。

今回の取り組みでPhase2の目的も略達成されそう
ですし、大学、工業高等専門学校からの参加を頂いたこ
とで若手人材の育成の一環としても貢献できたのではな
いかと思います。

参加チーム成果発表例

「3DAモデルガイドライン」の効果検証

【新春】電子情報産業の世界生産見通し講演会

JEITA赤本見通しをベースに主要品目・主要分野の専門家による市場動向・見通しの解説とともに注目分野の動向調査
結果について、最新のレポートをお届けいたします。エグゼクティブやマーケット担当者必見の講演会です。

◆東京開催
　日 時　 2015年 1月14日（水） 

14：00～ 17：00
　場 所　 イイノホール＆カンファレンスセンター

RoomA
　申込方法　 http://www.jeita.or.jp/  

よりお申込み下さい。
　参 加 費　 12,000円（会員）、24,000円（非会員）

◆大阪開催＜初＞
　日 時　 2015年 1月16日（金） 

14：00～ 17：00
　場 所　 大阪OBPクリスタルタワーA会議室
　申込方法　 http://www.jeita.or.jp/  

よりお申込み下さい。
　参 加 費　 6,000円（会員）、12,000円（非会員） 

（初開催特別価格）
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